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第 5口かい0義オリンピ彎ク

8月 25日 (月 )|こ「第 5回かいのさオリンピック」を開催しまし

た。今回は、AMI学 菫保育センターの子ども達 10人権招待しての開催となりました。今回AMiを 招待し

たきつかljは、最初、AMIの 方から_ド ッジボールのお誘いがあつたのですが、同じElに高学年の取り組みと

して、かいのきオリンピックを準備していたので、それならかいのきオリンピック1こ招待しては?と、指導員
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から命提案で実現t/ま した。高学年たちは最初「え～～ 1」 と言いながらも、「か

しヽのきオリンピックに招待します |」 と手紙を出した事で、含同のかいのきオリ

ンピックが実
翠

しました。高学年たちは、事体み|こ 入つてF80もな<、 今まで高学

年がしてくれた楽しかつたかいのきオリンピックの事を思い出しながら、自分た

ちだけで準備を始めていたのですが、AMiが 来ること

で、クラプの飾りつけやAMIへ のプL/ゼントも用意し

ました。一緒に食べるためのおやつも奪え、自分たちで

朝からお母さんのよう1こ「早くおにぎりしなくちゃ。」

と言つたり、低学年に手伝つてもらうため |こ「かさ氷の

水を多めにしてあ|ザるからJとアルバイト|こ藩ったり、

忙しそう|こ しながらも、一生懸命まこ準備をしまt/た。「か

還滋鸞鸞「儡魃
今E3はAMI学 菫保議センターの人と一緒にし護す。

一緒 |こ楽しみましょう |」 と、はじめの言葉でスタ
 飩

―卜1ド ッジボーjt/を始めたら、すぐほ天気が悪く 醸織壌畿   「人劉ま同じに・・」

「そ～っとおしヽて…」
饒氷賤‐ なつて、予定し

`し

たヽ玉様陣取りが議来なくなり、プ田グラム通りに出来ない所

もあり議したが、高学年だ|サで説明したり、並ぱせたりして、オリンピックを進め

ました。おやつは、高学年がみんなのために、せつせとかき氷を作つてくれ歌した。

ブレゼントは、低学年が作つた折り紙のくす玉、ミサンガ、お葉子でした。AMI
の子ども達からは「9置は楽しかつたです。また呼

んでくださしヽ 1」 と、嬉しいお礼の言葉をもらいま

した。

人数が多<て高学年たちはまとめるのが大変なようでしたが、とても素晴

らししヽ、かいのきオリンピックでした。
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「ブレゼントです !」

「 じゃ～んけ～んほい」



子どものせかい

一「みんなを書ばせたい :Jと 始まつたどろだんご量さん一

外のテントの下では、たいてい識かが光るごろだんご作

りをしています。どろだんごを機気強く、何爾回となくさ

ら粉なかけては撫でいくと…不慧議、不思難 !ピカピカ

に光り始めます !光 り始めると大人でも感動します。

毎日光るどろだんごをせつせと作つている2年 Yち ゃん。

「昨口よりもきれしヽに、早くできるようになった 1毎日

tlP、 じP!Jと 自憾もついてきています。同 じテン トのデマ 1ま『き熱ぃな薔 !ま いかが一。一色轟り、二

色ぬりありますよ～.Jと薔麗さんが叢びを晨闇。それに譲発され「どろだんご農さんしようJと指

導員を謗うYちゃん。お鷹量さんは、仲間関係を広|ずるのに1ま しヽいチャンス 1みんなに知らせようと

ポスターを書くことをすすめました。

伸閥が3人になりVち やんが「高級だんごはきれいな石5儀で爾えますよ～Jと作りながも宣機す

ると、『色をぬった覆1まだめ :簡単すぎる !だんごがすぐなくなるが」と言う酸ちゃん。「すぐなくな

つたら予約制にしたらいいが :みんなを書ばせたいんよ :J警殺:ま控えめだけれど、きつiボ リと言う

Yちゃん。「予約してもなかなかできなくて選いなあつてなふたらをうするん:?J「みんなを書|ボせ
るためには遊び時鶴もなくしていつ:ポい作る lJ

と経かくピカピカ光るようになったどろだんごを他の人にも分けてあ(ザ、喜んでほしいと考えてい

るYち ゃんと、時間をか:サて作つた貴重などろだんごだからこそ、対極:ま鶴単なものではなく,カナ

ヘビなどの生き物と交換したいと考えている織ちやん。ただ、カナヘピを捕まえるのは難しく、お客

さんが来ないことも考えられます。

何と交換するか、継諭|まなかなか出ないまま,と :こかく r喜ばせたぃJと t魚 うVちゃんの熱意にお

され、どろだんご麗さんとしてのどろだんご作りが始‐吉りました。

おもしろいからこそ広がる伸問

どうだんご量さんのどろだんご|ま、光らせるだけでなく́、舞態が実にユニーク。みんなが喜んでく

れるようttろいろな二夫をしています。花がさせるようにと内をあ!ナたもの、ハート型のもの、ベッ

トボトルのふたにどろを盛りつけカップケーキ状にしたもの。ヨモギをすりつぶしたり、′ヽ一ブ書家

からもつてきて難吹きで匂いをつけてみたり…乾いたものiぅ 1ま総までつけています。今まで
薔
粉ふる

い"寺さら粉を作つていたのが、ストッキングで織かなさら粉ができることも発見 :

理に|ままらず、遊びのおもしろさがどんどん広がるにつれて伸鷲も次第に増え、ただしヽま3名。大

勢になればなるほど、意見がくい違い、あわや解散か…?と心配するようなこともありますが、その

都度話し含tヽ、やめるので1まなく、つながつて遊ぼうとしてしヽます。それぞれの思しヽを受けとめなが

ら仲間ともてのつなが誓を作つていきたいと思います。       ′


